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研究概要

当教室では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており、これま

でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用、動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明、細胞組織工学に

よる椎間板再生、骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用、パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明、脊柱靱帯骨化

症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現在、人々は生活の質の改善を求めており、運

動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に応えるべく、臨床面で現在、低侵襲手術の研

究・開発にも力を注いでいる。また、形成外科・手の外科分野においても微小血管外科やキーンベック病に関する報告を数多

く行っている。

以下にその詳細を列挙する。

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究

• 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究

• 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究

• 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析

• 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究

• 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究

• 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究

• 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究

• パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究

• 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究

• 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究

• 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究

• 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究

• 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究
• 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究

• 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究

４． その他

• キーンベック病に関する臨床的研究

• マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究

• 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究
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 8,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、麻殖生和博：「各科における低侵襲医療」腰部脊柱管狭窄症に対する内

視

鏡下手術の成績と低侵襲性　第72回和歌山医学会総会　橋本市　2004.7

 [学術講演］

 1,吉田宗人：腰痛との上手な付き合い方-最新の治療-　和歌山青年会議会議所6月度例会　和歌山県　2004.6

 2,吉田宗人：後方進入脊椎内視鏡手術の課題と展望　第4回大阪臨床整形外科医会研修会　大阪府　2004.7

 3,吉田宗人：腰部神経根障害の多様性と対策　和歌山県医師会整形外科部会学術講演会　和歌山県　2004.8

 4,吉田宗人：腰椎変性疾患の診断と治療　第2回日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医研修会　大阪府　2004.9

5,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下徐圧術の実際　第31回岡山県整形外科勤務医会学術講演会　岡山県　2004.9

6,吉田宗人：腰痛と坐骨神経痛に対する手術療法について、最新の低侵襲手術法を中心に　和歌山県臨床整形外科医会「骨と関節の日」

和歌山県　2004.10

7,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の自然経過からみた治療法の選択　岐阜県整形外科集団会学術講演会　岐阜県　2004.10

8,吉田宗人：一般診療における腰部脊柱管狭窄症の診断と治療　和歌山県医師会内科医会学術講演会　和歌山県　2004.11

 9,吉田宗人：スポーツ選手にみられる腰部椎間板障害とＭＥＤの有用性　第13回北海道整形外科スポーツ医学研修会　札幌市　2004.11

10,吉田宗人：腰部神経根障害の多様性と対策　第83回奈良県医師会整形外科部会例会　奈良県　2004.12



11,吉田宗人：腰部神経根障害に対する内視鏡手術の実際　第265回九州大学医学部整形外科ＭＯＣ会　福岡県　2004.12

12,吉田宗人：脊椎内視鏡手術におけるスキル形成について　関東地区整形外科勤務医会学術講演会　東京都　2004.12

13,川上　守：腰部脊柱管狭窄症の診断と治療　道北プロスタグランディン研究会　旭川市　2004.2

14,Kawakami M：Treatment for osteoporotic vertebral collapse　 AO Interactive Spine Seminar Kobe　神戸市　2004.3

15,Kawakami M：Pitfalls in lumbar surgery　AO Interactive Spine Seminar Kobe　神戸市　2004.3

16,Kawakami M: Biologic manipulation of degenerative disc disease　 OP-1 for the Treatment of Vertebral Disc Disease. A Discussion

of Clinical Utility　2004.6　Porto, Portugal

17,川上　守：むち打ち損傷のＥＢＭは日常診療に役立つか？　第79回和歌山臨床整形外科医会研修会　和歌山県　2004.7

18,川上　守：変性椎間板症に対する新しい治療戦略－BMP-7を用いて　第22回脊椎外科を学ぶ会　大阪府　2004.9

19,川上　守：頚部捻挫の治療成績と最近の知見　自賠責保険に係る研修会（和歌山県交通事故医療協議会）　和歌山県　2004.9

20,Kawakami M: AIS – Aetiology, classification, outcome, prognosis　10th AO Interactive Spine Course Tokyo　東京都　2004.9

21,Kawakami M: Representative case presentation: Failed back surgery　10th AO Interactive Spine Course Tokyo　東京都　2004.9

22,川上　守：腰痛－疫学・病態・保存療法・予防　骨と関節の日　記念講演　和歌山県　2004.10

23,川上　守：腰部脊柱管狭窄症の最近の知見　新宮市・東牟婁・紀南地区医師会学術講演　和歌山県　2004.10

24,紺野愼一、川上　守、田口敏彦、千葉一裕　急性腰痛の最新の治療　THE SPINE perspectives　東京都　2004.11

25,谷口泰徳：手関節部疾患の診断と治療. （教育講演）第80回和歌山臨床整形外科医会部会研修会.　和歌山市、2004/8/28

26,谷口泰徳：四肢の救急外傷の治療. （教育講演）平成16年度有田市医師会救急医療研修会.　和歌山県有田市、2004/10/2

27,山田　宏：後縦靭帯骨化症の理解とつきあい方　新宮市市民公開講座　新宮市　2004.3

28,山田　宏：脊柱のしくみとその病気について　第58回地域リハビリテーション講座　新宮市　2004.3

29,麻殖生和博：腰椎椎間板ヘルニアに対する内視鏡手術　那賀医師会　那賀医師会　那賀郡　2004.10

c) パネルディスカッション

1,吉田宗人：後方進入内視鏡視下腰部椎間板ヘルニア摘出術のスキル形成について　第77回日本整形外科学会学術総会　神戸　2004.5

d) 全国学会

1,吉田宗人：後方進入脊椎内視鏡下手術のスキル形成̶安全な手術操作を目指して－　第7回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会　東京都

2004,11

2,吉田宗人、中川幸洋、麻殖生和博：腰部脊柱管狭窄症に対する後方進入内視鏡視下除圧術　第17回日本内視鏡外科学会総会　横浜　2004.11

3,吉田宗人、中川幸洋、麻殖生和博、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人：腰椎椎看板ヘルニアに対するMEDの適応と治療成績

第33回日本脊椎脊髄病学会　東京都　2004.6

4,米延策雄、川上　守、菊地臣一、紺野慎一、白土　修、星地亜都司、高橋和久、竹下克志、田中　隆、千葉一裕、戸山芳昭、廣田良夫、

福井　充、宮本雅史：頚部脊髄症治療成績判定基準改訂について　第33回日本脊椎外科学会　東京都　2004.6

5,高橋和久、川上　守、菊地臣一、紺野慎一、白土　修、星地亜都司、竹下克志、田中　隆、千葉一裕、戸山芳昭、廣田良夫、福井　充、

宮本雅史、米延策雄：腰痛疾患治療成績判定基準の改訂について　第33回日本脊椎外科学会　東京都　2004.6

6,福井　充、川上　守、菊地臣一、紺野慎一、白土　修、星地亜都司、高橋和久、竹下克志、田中　隆、千葉一裕、戸山芳昭、廣田良夫、

宮本雅史、米延策雄：改訂作業の考え方と手順　第33回日本脊椎外科学会　東京都　2004.6

7,和田英路、廣田良夫、田中　隆、福井　充、川上　守、菊地臣一、紺野慎一、白土　修、星地亜都司、高橋和久、竹下克志､千葉一裕、

宮本雅史、戸山芳昭、米延策雄：頚髄症重症度判定基準としての10秒テストの有用性について　第33回日本脊外科学会　東京都　2004.6

8,川上　守、吉田宗人、安藤宗治、橋爪　洋、中川幸洋、南出晃人、谷口　亘、山田　宏、松本卓二、玉置哲也：再手術を要した腰部脊柱管

狭窄症の検討　第33回日本脊椎外科学会　東京都　2004.6

9,川上  守、橋爪　洋、松本卓二、栗林恒一、Chubinskaya Susan、吉田宗人：椎間板変性による疼痛発現とその制御　第19回日整会基礎学

術集会　東京都　2004.10



10,小畑　淳、川上　守、宮崎展行、中村了生：いわゆる頚椎むち打ち損傷の健康調査 S̶F-36を用いて　中部日本整形外科・災害外科学会

第103回学術集会　神戸市　2004.11

11,谷口泰徳、谷口　亘、岩田勝栄、吉田宗人:結晶誘発性肘部管炎.　第16回日本肘関節学会　、京都市、2004/2/21.

12,谷口泰徳、北野岳史、岩田勝栄、吉田宗人: 肩甲皮弁による四肢皮膚軟部組織欠損の治療成績 第47回日本形成外科学会 東京 2004/４/8.

13,谷口泰徳、岩田勝栄、北野陽二、峠　康、吉田宗人：高齢者におけるキーンベック病の治療成績 第47回日本手の外科学会、大阪市、2004/4/22.

14,谷口泰徳、吉田宗人、安藤宗治、北野岳史、本田高幹、吉田宗人：肘部管症候群に対する小皮切による単純神経剥離術の治療成績 第41

回日本リハビリテーション医学会、東京、2004/6/4.

15,安藤宗治、高見正成、筒井俊二、中川幸洋、南出晃人、松本卓二、橋爪　洋、川上　守、吉田宗人：腰椎椎間孔狭窄の診断に対する感覚神

経活動電位の利用．第77回日本整形外科学会　神戸市　2004.5

16,安藤宗治、川上　守、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、吉田宗人、野村和教、玉置哲也：腰椎椎間孔部狭窄の診断における知覚神経活動電

位の有用性についての検討　第33回日本脊椎脊髄病学会　東京都　2004.6

17,簗瀬能三、松崎交作、佐々木俊二、長雄好昭、中根康博、宮本　選、吉田宗人：難治性化膿性股関節炎症例の検討　第 31 回日本股関節学

会

長崎　2004.10

18,山田　宏、玉置公一、岡本賢俊、筒井俊二、舟津稔博、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、中川幸洋、玉置哲也、高見正成：頚髄症患者にお

ける末梢神経幹電気刺激による10秒間テストの変化-巧緻運動障害の予後を予測する手法として-　第26回脊髄機能診断研究会　東京都

2004.2

19,山田　宏、玉置公一、岡本賢俊、阿部唯一、吉田宗人、川上　守、玉置哲也、高見正成：頚髄症患者における巧緻運動障害の改善度を予測

する手法としての末梢神経幹電気刺激による10秒間テストの変化　第77回日本整形外科学会　神戸市　2004.5

20,山田　宏、玉置公一、岡本賢俊、阿部唯一、吉田宗人、川上　守、谷口喜行、河合将紀：3次元 MRIを用いた変性腰部脊柱管狭窄症にお

け

る脊柱管外病変の評価　第77回日本整形外科学　神戸市　2004.5

21,橋爪　洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、中川幸洋、南出晃人、松本卓二：腰椎変性すべり症において腰椎矢状面アライメントが後方固

定術の術後成績に及ぼす影響　第13回日本脊椎インストルメンテーション学会　札幌　2004.8

22,橋爪　洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、山田　宏、松本卓二、中川幸洋、南出晃人、岩崎　博、筒井俊二：軸椎を含む後方支持組織温

存拡大術後の軸性疼痛について　第77回日本整形外科学会学術総会　神戸市　2004.5

23,橋爪　洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、山田　宏、松本卓二、中川幸洋、南出晃人、岩崎　博、筒井俊二、中尾慎一：頚椎脊柱管拡大

術後の頚椎カラー装着期間が手術成績に及ぼす影響　第33回日本脊椎脊髄病学会　東京　2004.6

24,松本卓二、川上　守、玉置哲也、橋爪　洋：骨粗鬆症脊椎圧迫骨折に対する前方固定術と脊椎後方短縮術の合併症と後弯角の変化について

の検討　第33回日本脊椎脊髄病学会　福岡　2004.6

25,松本卓二、川上　守、玉置哲也、橋爪　洋：Summit PCR (lateral mass screw and rod system)を用いた頚椎後方固定術についての検討

第33回日本脊椎脊髄病学会　福岡　2004.6

26,松本卓二、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、玉置哲也：Summit PCR (lateral mass screw and rod system)を用いた頚椎後方固定術につい

ての検討　第13回日本脊椎インストルメンテーション学会　札幌　2004.8

27,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、峠　康、南出晃人、北野陽二：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下除圧術-従来法

との短期成績及び低侵襲性の比較-　第41回日本リハビリテーション医学会学術集会　東京都　2004.6

28,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、峠　康、南出晃人、北野陽二：腰椎椎間板ヘルニア患者に対する Microendoscopic

discectomy(MED)術後のクリニカルパスについての検討　第41回日本リハビリテーション医学会学術集会　東京都　2004.6

29,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、麻殖生和博、谷口　亘：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下除圧術と従

来法との比較検討　第33回日本脊椎脊髄病学会　東京都　2004.6

30,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、麻殖生和博、延与良夫、岡田基宏、中尾慎一：腰部脊柱管狭窄症̶腰部

脊柱管狭窄症に対する内視鏡下非固定除圧術 -片側椎間関節を温存した両側除圧術-　第11回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会



さいたま市　2004.9

31,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人：頚椎腰椎内視鏡同時手術の一例　第 39 回日本脊髄障害医学会　東京都

2004.11

32,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、麻殖生和博、河合将紀、岡田基宏：腰椎後方内視鏡手術後に対側症状を発生した症例について　第7回日

本内視鏡低侵襲脊椎外科学会　東京都　2004.11

33,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、中谷如希、南出晃人、麻殖生和博：頚髄症に対する後方侵入内視鏡下除圧術　第10

回日本最小侵襲整形外科学会　岡山県　2004.11

34,中川幸洋、吉田宗人、南出晃人、麻殖生和博、谷口　亘：腰椎変性すべり症に対する Microendoscopic laminotomy　第 102 回中部日本整

形

外科・災害外科学会　松山　2004.3

35,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人：頚椎腰椎内視鏡同時手術の一例　第39回日本脊髄障害医学会　東京都

2004.11

36,山崎　悟、松崎交作、南　晋二、金川建彦、木下裕文：透析患者における大腿骨頚部骨折の治療成績　第31回日本股関節学会学術集会

長崎　2004.10

37,南出晃人、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、谷口　亘：頚椎後弯は頚椎症性脊髄症に対する後方支持組織温存脊柱管拡大術の治療成績に影

響しない　第102回中部日本整形外科　災害外科学会　松山市　2004.3

38,南出晃人、吉田宗人、川上　守、橋爪　洋：培養未分化間葉系幹細胞を脊椎固定術へ応用した実験的研究　第33回日本脊椎脊髄病学会

東京都　2004.6

39,南出晃人、吉田宗人、山崎　悟、小島博嗣、川上　守、橋爪　洋：rhBMP-2 と培養未分化間葉系幹細胞の脊椎後固定術への応用　第 19 回

日

本整形外科学会基礎学術集会　東京都　2004.10

40,南出晃人、吉田宗人、安藤宗治、中川幸洋、麻殖生和博、延與良夫：後方進入内視鏡手術で遭遇した腰仙部神経根奇形の治療経験

第39回日本脊髄障害医学会　東京都　2004.11

41,園部秀樹、中塚映政、武田大輔、谷口泰徳、吉田宗人：脊髄後角におけるカプサイシン感受性抑制系神経伝達について　第 26 回脊髄機能

診

断研究会　東京都　2004.2

42,園部秀樹、中塚映政、谷口泰徳、吉田宗人：脊髄内痛覚伝達回路におけるサブスタンスＰの作用　第19回日本整形外科学会基礎学術集会

東京都　2004.10

43,麻殖生和博、角谷英樹、角谷昭一、中川幸洋、吉田宗人：上位腰椎椎間板ヘルニアに対するMED法　日本脊椎脊髄神経手術手技学会

さいたま市　2004.9

44,麻殖生和博、松浦伸一、角谷英樹、角谷昭一、中川幸洋、吉田宗人：硬膜背側に脱出した上位腰椎椎間板ヘルニアに対して MED system を

用

いて加療した2例　日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会　東京都　2004.11

45,野村和教、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、中川幸洋、南出晃人、麻殖生和博：頚椎症性神経根症に対する後方進入内視鏡視下

椎間孔開放術　第11回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会　さいたま　2003.9

46,中根康博：化膿性肩関節炎の治療経験　第31回日本肩関節学会　横浜　2004.10

47,中根康博：人工股関節置換術後脱臼例の検討　第103回中部日本整形外科災害外科学会　神戸市　2004.11

48,中根康博、大宝英矢、長雄好昭、簗瀬能三、谷口泰徳、吉田宗人：化膿性肩関節炎の治療経験　第31回日本肩関節学会　横浜　2004.10

49,延與良夫、吉田宗人、安藤宗治、南出晃人、中川幸洋：途絶を認めた腰仙部神経根奇形の一例　第39回脊髄障害医学会　東京都　2004．11

50,延與良夫、吉田宗人、安藤宗治、中川幸洋、岡田基宏、野村和教、玉置哲也：椎外側神経根障害診断における知覚神経活動電位測定の意義

（術中神経根電位および術後活動電位の変化）　第34回臨床神経生理学会学術集会　東京都　2004．11

51,延與良夫、南出晃人、中川幸洋、遠藤　徹、安藤宗治、吉田宗人：神経根の途絶を認めた腰仙部神経根奇形の１例　第 39 回日本脊髄障害



医

学会　東京都　2004.11

52,中尾慎一、吉田宗人、川上　守、山田　宏、橋爪　洋、榎本　哲：長期透析患者における脊椎手術の臨床的検討　第 33 回日本脊椎脊髄病

学

会　東京都　2004.6

53,本田高幹、松崎交作、大浦晴夫、簗瀬能三、長雄好昭、吉田宗人、中谷如希、山口耕史：Wagner SL revision stemを用いた人工股関節再

置換術の検討　第34回日本人工関節学会　千葉　2004.1

54,勝田　紘史、吉田　宗人、橋爪　洋、田島文博、峠　康、佐々木緑：片側の横隔膜麻痺を伴った C４頸髄損傷者で横隔膜麻痺が改善した一

例　第39回日本脊髄障害医学会　東京都　2004.11

e) 地方学会

1,吉田宗人：理学療法・技と知恵̶最新の医療と福祉への対応̶　第24回近畿理学療法学会　和歌山県　2004.2

2,吉田宗人：脊椎脊髄損傷の急性期治療と現状の問題点　第27回全国脊髄損傷者連合会近畿ﾌﾞﾛｯｸ会議和歌山県大会　和歌山県　2004.5

3,吉田宗人：内視鏡視下脊椎後方手術の現状と展望　第103回中部日本整形外科災害外科学会学術講演会　神戸市　2004.11

4,小畑　淳、宮崎展行、八幡孝平、田端　孝、中村了生、川上　守：いわゆる頸椎むち打ち損傷の健康調査－SF-36 を用いて　第 14 回和歌

山

県整形外科医会　和歌山県　2004.2

5,川上　守、吉田宗人、安藤宗治、橋爪　洋、谷口　亘：再手術をおこなった腰部脊柱管狭窄症の成績不良の検討　第102回中部整災会

松山市　2004.2

6,川上　守、吉田宗人、安藤宗治、宮本　選、中村正亨：新しい腰背筋温存腰椎後方除圧・椎体間固定術　第103回中部整災会　神戸市　2004.11

7,小畑　淳、川上　守、宮崎展行、中村了生：いわゆる頸椎むち打ち損傷の健康調査－SF-36を用いて　第103回中部整災会　神戸市　2004.11

8,小畑　淳、川上　守、宮崎展行、八幡孝平、田畑　孝、中村了生：いわゆる頚椎むち打ち損傷の健康調査 S̶F-36を用いて　和歌山県整形

外科医会　第14回学術集会　和歌山市　2004.2

9,岡安　勤：先天性内反足治療成績国際評価試案の使用報告　第33回近畿小児整形外科懇話会　大阪市　2004.2

10,岡安　勤、下薗英史、玉置哲也、中谷如希、松崎交作：当科における先天性内反足の中期治療成績　第34回近畿小児整形外科懇話会

和歌山市　2004.7

11, 谷口泰徳、北野岳史、峰　巨、岩田勝栄、北野陽二、峠　康、吉田宗人：偶然に発見されたキーンベック病.（主題）第 21 回中部日本手

の

外科研究会.　京都市、2004/2/20.

12,谷口泰徳、北野岳史、岩田勝栄、吉田宗人、上石　弘:上腕部引き抜き切断をfree fillet flap で被覆した1 例  第83 回日本形成外科関

西支部学術集会、　大阪市、2004/12/4.

13, 谷口泰徳、北野岳史、西山大介、吉田宗人、上出康二:手指悪性黒色腫の外科的治療.　第６回和歌山体表外科研究会、　和歌山市、2004/11/27

14,安藤宗治、川上　守、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、吉田宗人、野村和教、玉置哲也：腰椎椎間孔部狭窄の診断における SNAP の有用性

に

ついての検討　第26回脊髄機能診断研究会　東京都　2004.2

15,安藤宗治、川上　守、橋爪　洋、南出晃人、吉田宗人：脊髄硬膜外血腫の検討　第10２回中部日本整形外科災害外科学会　松山市　2004.3

16,安藤宗治、川上　守、橋爪　洋、南出晃人、吉田宗人：ハイドロキシアパタイト棘突起スペーサーを用いた頚椎椎弓形成術の検討　第103

回中部日本整形外科災害外科学会　神戸市　2004.11

17,簗瀬能三、松崎交作、長雄好昭、大浦晴夫、吉田宗人：特発性大腿骨頭壊死症に対する人工骨頭、人工股関節置換術　第102回中部日本整

形外科災害外科学会　特発性大腿骨頭壊死症に対する人工骨頭、人工股関節置換術　松山市　2004.3

18,松本卓二、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋：Summit PCR (lateral mass screw and rodsystem)を用いた頚椎後方固定術につい

て



の検討　第102回中部日本整形外科災害外科学会　松山市　2004.3

19,松本卓二、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋：頚椎後側弯変形を伴ったvon Recklinghausen 病の一例　第103 回中部日本整形外

科

災害外科学会　神戸市　2004.11

20,松本卓二、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋：後方支持組織温存脊柱管拡大術後のＣ７棘突起と軸性疼痛について　第103回中部

日本整形外科災害外科学会　神戸市　2004.11

21,中川幸洋、吉田宗人、南出晃人、麻殖生和博、谷口　亘：腰椎変性すべり症に対する microendoscopic laminotomy　第 102 回中部整形外

科

災害外科学会　松山市　2004.3

22,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋：胸椎OPLLに対する治療　第102回　中部整形外科災害外科学会　松山市　2004.3

23,長雄好昭、簗瀬能三、中西勇人、吉田宗人：膝蓋骨非置換人工関節の検討　第102回中部日本整形外科災害外科学会　松山市　2004.3

24,下薗英史、岡安　勤、玉置哲也、河合将紀、中谷如希、吉田宗人：フェノール・ブロックで改善した麻痺性股関節亜脱臼の 1 例　第 34 回

近畿小児整形外科懇話会　和歌山県　2004.7

25,麻殖生和博、角谷英樹、角谷昭一、中川幸洋、吉田宗人：MED systemにて加療した腰部脊柱管内嚢腫の治療経験　中部整形災害外科学会

松山市　2004.3

26,麻殖生和博、角谷英樹、角谷昭一、吉田宗人、中川幸洋：内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア手術後の再手術例の検討　中部整形災害外科

神戸市　2004.11

27,納田和博、山田　宏、楠本幸弘、南　晋司、吉田宗人：椎間関節に発生した化膿性脊椎炎の２例　第102回中部日本整形外科災害外科学会

愛媛県　2004.3

28,湯田啓之、麻殖生和博、石河利広、角谷昭一、吉田宗人：坐骨結筋骨端症の２例　第14回関西臨床スポーツ医・科学研究会　大阪市　2004.6

29,延與良夫、吉田宗人、安藤宗治、直川裕樹：MED法で摘出できなかった神経根奇形を伴った腰椎椎間板ヘルニアの一例　第72回和歌山医

学会総会　橋本　2004.7

30,延與良夫、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、中川幸洋、南出晃人、岡田基宏：変性側弯を伴う腰部脊柱管狭窄症の手術成績

第16回和歌山脊椎脊髄外科フォーラム　和歌山　2004.12

31,中尾慎一、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、山田　宏：長期透析患者における脊椎手術後の合併症の検討　第102回中部日本整形外科災害

外科学会学術集会　松山市　2004.3

32,中尾慎一、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、宮本　選：馬尾 myxopapillary ependymoma の局所再発と思われた放射線による馬尾障害の１

例

　  第103回中部日本整形外科災害外科学会学術集会  神戸市　2004.11

33,本田高幹、松崎交作、簗瀬能三、中谷如希、山口耕史：Wagner SL Revision Stemを用いて行った人工股関節再置換術についての検討

第102回中部日本整形外科災害外科学会　松山市　2004.3

34,谷端友紀：軽微な外傷により発生したと考えられた小児頚髄不全損傷の一例　第72回和歌山医学会総会　和歌山　2004.7

f) その他の学会

1,谷口　亘、簗瀬能三、他：Buerger病による距骨壊死に人工距骨を施行した１例　第72回和歌山医学会総会　橋本市　2004.7

g) フォ-ラム

1,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症に対する新しい治療戦略-内視鏡による片側進入両側徐圧術-　信州脊椎疾患フォーラム2004　長野県

2004.3

2,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症患者の実態調査報告　脊柱管狭窄症フォーラムin大阪2004　大阪府　2004.10

3,川上　守、岡田基宏、吉田宗人、宮崎展行、田畑　孝、中村了生：これは使える？Balloon Vertebroplasty　第 16 回和歌山脊椎脊髄外科

フ



ォーラム　和歌山県　2004.12

4,簗瀬能三、長雄好昭、勝田紘史、吉田宗人、中根康博：肩関節鏡視下手術の小経験　第１回和歌山MIOSフォーラム　和歌山県　2004.1

5,山田　宏、玉置公一、岡本賢俊、筒井俊二、舟津稔博、谷の上かや、吉田宗人、時永泰行、岩橋静江：脊椎疾患におけるMEDを用いた側臥

位手術の導入　第1回和歌山MIOSフォーラム　和歌山市　2004．1

6,山田　宏、玉置公一、岡本賢俊、筒井俊二、舟津稔博、吉田宗人：Ｃ２付着筋を温存したlaminoplasty　第1回和歌山MIOSフォーラム

和歌山市　2004.1

7,山田　宏、玉置公一、岡本賢俊、筒井俊二、舟津稔博：ハローベスト固定で強直化が得られた難治性頚椎ＤＳＡ病変の１例　第 15 回和歌

山

脊椎脊髄外科フォーラム　和歌山市　2004.7

8,山田　宏、玉置公一、平野三好、筒井俊二、舟津稔博、岡本賢俊：矢状面弯曲の矯正が遺残性腰痛の原因となった変性側彎症の1例

第16回和歌山脊椎脊髄外科フォーラム　和歌山市　2004.12

9,松本卓二、川上　守、吉田宗人、安藤宗治、橋爪　洋、山田　宏、岩崎　博、筒井俊二、谷口　亘：von Recklinghausen diseaseに伴っ

た頚椎後側弯変形の1例の治療経験　和歌山脊椎フォーラム　和歌山　2004.7

10,松本卓二、川上　守、吉田宗人、安藤宗治、橋爪　洋、山田　宏、岩崎　博、筒井俊二、谷口　亘：脊椎短縮術後3年6ヶ月を経過しイン

スツルメンテーション（ロッド）の破損をきたした症例　和歌山脊椎フォーラム　和歌山　2004.7

11,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、谷口　亘、峰　巨：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下除圧術と従来

法の比較検討　第1回和歌山MIOSフォーラム　和歌山　2004.1.24

12,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、谷口　亘、峰　巨：腰椎変性すべり症に対する内視鏡下除圧術の短期

成績　第1回和歌山MIOSフォーラム　和歌山　2004.1.24

13,中川幸洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、延與良夫、岡田基宏：腰椎変性すべり症に対する内視鏡下後方除圧術の

成績　第16回和歌山脊椎脊髄外科フォーラム　和歌山　2004.12.11

14,麻殖生和博、井間憲彦、角谷英樹、岩崎正文、岩崎一夫、左海伸夫、角谷昭一、中川幸洋、吉田宗人：MED system にて加療した腰部脊柱

管

内嚢腫の治療経験　和歌山MIOSフォーラム　和歌山　2004.1

15,中根康博、簗瀬能三、他：化膿性肩関節炎の治療経験　第1回和歌山骨関節靭帯フォーラム　和歌山県　2004.8

16,中根康博：手指PIP 関節骨折（中節骨基部掌側骨折）の経皮的ピンニング法　第1回和歌山最小侵襲整形外科フォーラム　和歌山　2004.1

17,中根康博：化膿性肩関節炎の治療経験　和歌山骨・関節・靭帯フォーラム　和歌山　2004.8

18,宮崎展行、川上　守、小畑　淳、八幡孝平、田畑　孝、中村了生：下腿骨幹部骨折に対する LCP を用いた MIPO 法の治療経験　第１回和歌

山

MIOSフォーラム　和歌山市　2004.1

h) セミナ－、研究会等

[セミナ－]

1,吉田宗人：後方進入脊椎内視鏡手術̶その適応とpitfall̶　第19回瑞穂卒後研修セミナー　名古屋　2004.2

2,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の自然経過からみた治療法の選択　眉山ＬＣＳセミナー　徳島県　2004.3

3,吉田宗人：スポーツ選手の腰部椎間傷害に対する後方進入内視鏡手術　第8回五月セミナー学術講演会　三重県　2004.5

4,吉田宗人：脊椎神経根障害への内視鏡的アプローチ　第1回長崎21世紀骨・関節痛セミナー　長崎県　2004.9

5,吉田宗人：脊椎後方内視鏡手術の実際と展望　第5回秋季セミナー　三重県　2004.10

6,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡を用いた新しい治療戦略　日本大学実地医家のための腰痛セミナー　東京都　2004.11

7,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡視下除圧術の実際　第16回神戸整形外科セミナー　神戸市　2004.11

8,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症－自然経過からみた治療法の選択－　第6回広島整形外科セミナー21　2004.12

9,吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症患者の実態調査報告　第1回和歌山腰痛セミナー　和歌山市　2004.11



10,中谷如希：腰部脊柱管狭窄症患者におけるスポーツ・レクリエーションの影響についての実態調査　第1回和歌山腰痛セミナー　和歌山市

2004.11

[研究会］

1,吉田宗人：腰痛疾患に対する内視鏡視下後方手術の可能性　第80回整形外科金剛会　大阪府　2004.4

2,吉田宗人：後方進入脊椎内視鏡手術－その課題と展望－　第44回神奈川県央脊椎脊髄研究会　横浜市　2004.12

3,山口広美、山田　宏、玉置公一、平野三好、筒井俊二、舟津稔博、後呂知美、小西友里：コハク酸メチルプレドニゾロンナトリウム（ソ

ル・メドロールR）によりアナフィラキシー様ショックをきたした1例　第5回和歌山救急・災害学会医療研究会　新宮市　2004.9

4,山崎　悟、松崎交作、南　晋司、金川建彦：当院における大腿骨頚部骨折　第２０回和歌山東臨床研究会症例検討会　和歌山県　2004.10

5,麻殖生和博：スポーツ選手の腰椎椎間板ヘルニアに対する手術法について　-早期スポーツ復帰を目指して-近畿アスレチックトレーナー研

修会　大阪市　2004.1

i) 講習会

1,吉田宗人：内視鏡下ヘルニア摘出術(MED)の実際　日本脊椎脊髄病学会第2回脊椎脊髄病講習会　東京都　2004.6

2,吉田宗人：変性腰椎における最小侵襲手術手技の利点と問題点　第4回ATSTミーティング　東京都　2004.7

j) ポスター

1,Yoshida M,Maio K,Nakagawa Y,Minamide A,Ando M,Kawakami M: Indications and clinical outcomes of posterior endoscopic surgery for

lumbar and cervical radiculopathy. 13th European Forum of GICD organized by the Board of Directors of GICD Europe

(Spine Week), Porto,Portugal, May 30-June 5, 2004

k) その他

1,吉田宗人：ラジオ「痛いの・痛いの・飛んでけ！」　和歌山放送　月1回放送

2,谷口泰徳：楽しんでます科、太閤さんの右手　毎日新聞　2004.9.19

3,簗瀬能三：特発性大腿骨頭壊死症の疾患の理解と治療について　和歌山保健所　2004.6.14

（研究費交付状況）

○文部省科学研究費　基盤研究(C)(2)　課題番号：13671536「Osteogenic protein-1(OP-1)発現遺伝子導入による椎間板変性の修復と

   髄核に起因する神経因性疼痛の制御」　研究代表者　 川上　守

○文部省科学研究費　基盤研究(B)(2)　課題番号：14370474「脊髄視床路細胞へのATPPZX受容体感受性入力とカプサイシンVR1受容体入力

   の統合」　研究代表者　 谷口泰徳

○文部省科学研究費　若手研究(B)(2)　課題番号：14770744「腰椎椎間板ヘルニアの吸収促進と疼痛コントロ－ルについて」

研究代表者　橋爪　洋


